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平
成
十
七
年
初
詣

三
箇
日
で5
5万
人
が
参
拝 一

平
成
十
六
年
の
す
べ
て
の
災
い
を
洗
｛

ー
い
流
す
か
の
よ
う
な
氷
雨
は
、
午
前
中
~

ー
で
止
ん
だ
も
の
の
寒
気
厳
し
い
大
晦
日
、
一

ー
一
年
を
締
め
く
く
る
年
越
し
の
大
祓
式
・
一

一
除
夜
祭
が
斎
行
さ
れ
、
迎
春
の
緒
準
備
一

ー
も
整
い
境
内
は
暫
し
の
静
寂
に
包
ま
れ
一

ー
こ
。
-
t
 

~
元
旦
は
降
雪
と
の
予
報
、
肌
刺
す
寒
~

ー
風
で
身
も
引
き
締
ま
る
天
候
で
は
あ
っ
―

：
た
が
、
午
後
十
一
時
頃
に
は
、
す
べ
て
一

こ
り
駐
車
場
も
満
車
と
な
り
、
当
大
社
へ
~

]
続
く
沿
道
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
列
が
つ
~

ー
な
が
っ
た
。
同
十
一
時
三

0
分
神
門
が
｛

ー
そ
の
年
に
別
れ
を
告
げ
る
が
如
く
閉
ざ
ー

ー
さ
れ
る
と
、
新
年
を
宗
像
大
社
で
迎
え
一

ー
よ
う
と
す
る
多
く
の
参
拝
者
が
続
々
と
~

一
石
覺
を
踏
み
し
め
て
参
集
。
神
門
前
と
~

」
御
本
殿
へ
の
参
道
は
瞬
く
間
に
、
開
扉
~

；
を
今
や
遅
し
と
待
ち
望
む
人
々
で
埋
め
~

一
尽
く
さ
れ
た
。

一
漆
黒
の
境
内
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
~

ー
た
本
殿
が
く
つ
き
り
と
浮
か
び
上
が
り
一

殿
一

本
一
浄
閻
の
中
を
紅
く
揺
ら
め
き
、
ま
た
ニ
ー

の
一日

―
つ
の
笥
火
が
赤
々
と
燃
え
、
人
々
を
影
一

中
―元

~
絵
の
よ
う
に
映
し
出
す
風
景
は
、
幽
玄
~

旦
―

宗

2月祭事暦

〇毎月 1 • 15日月次祭
午前10時
高宮祭
第二宮・第三宮祭

午前11 時
命怒社祭~

神前で芭いを新たにする参拝者

の
世
界
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

新
年
の
到
来
を
寿
ぐ
太
鼓
の
音
と
共

に
開
扉
、
神
前
に
は
輝
け
る
年
へ
の
切

な
る
願
い
を
こ
め
た
参
拝
者
が
多
数
押

し
寄
せ
拍
手
と
歓
声
と
が
嗚
り
響
い
た
。

東
西
の
授
与
所
に
は
、
交
通
安
全
・
家

内
安
全
等
の
お
札
•
お
守
り
、
緑
起
物

の
熊
手
・
破
魔
矢
・
鏑
矢
、
干
支
の
酉

の
一
刀
彫
・
絵
馬
等
を
受
け
る
老
若
男

女
が
殺
到
し
社
頭
は
息
を
つ
く
間
も
な

い
ほ
ど
の
混
雑
ぶ
り
を
見
せ
た
。
本
殿

02月 3日午前10時

節分祭
於＝祈願殿

※祭典後豆打ち式

02月 11 日午前11 時
建国祭

なら

社紋「楢の梨」

宗像大宮司家の家紋で
あリ、当大社の社紋。

現在この御神木は本殿

西側に樹齢五五0年を

経過し、今も変わらず
参拝者を見守っています。

『
忌
詞
（
忌
み
言
葉
）
』
と
い
う
発
す
る

こ
と
を
忌
み
は
ば
か
る
言
葉
が
あ
る
。
婚

儀
で
の
「
去
る
」
「
切
る
」
「
戻
る
」
が
一
般

的
だ
が
、
当
大
社
の
沖
ノ
島
で
も
近
代
ま

で
「
女
性
を
オ
ト
メ
」
、
「
死
を
ク
ロ
ヨ
ウ

セ
イ
」
、
「
烏
を
ク
ロ
ト
リ
」
等
の
忌
詞
が

使
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
『
m事
』
と

い
っ
て
、
言
葉
に
は
不
思
議
な
霊
威
が
宿

る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
▼
『
神

こ
と

職
言
挙
げ
せ
ず
』
。
神
職
・
神
官
・
神
主

と
呼
ば
れ
る
職
に
つ
く
者
は
、
昔
か
ら
日

数
が
少
な
い
」
「
多
く
を
語
ら
な
い
」
と
い

う
観
が
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
様
々
な
情
報

が
飛
び
交
う
現
代
で
は
、
時
と
し
て
言
葉

を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
、
行
き
違
い
や
誤
解

が
生
じ
る
可
能
性
が
否
定
出
来
な
い
▼
部

署
柄
、
外
部
か
ら
の
様
々
な
窓
口
を
し
て

い
る
が
、
電
話
・
F
A
X
•
電
子
メ
ー
ル

と
文
明
の
利
器
の
お
か
げ
で
、
事
と
次
第

に
よ
っ
て
は
一
切
会
わ
ず
に
済
ん
で
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
言
葉

を
並
べ
て
も
、
直
接
会
う
こ
と
ほ
ど
確
実

な
も
の
も
な
い
。
事
前
の
や
り
と
り
で
は

印
象
の
悪
い
方
で
も
、
実
際
に
会
っ
て
み

る
と
す
ば
ら
し
い
方
で
、
そ
の
仕
事
振
り
、

プ
ロ
意
識
の
高
さ
に
時
と
し
て
惚
れ
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
マ
現
代
も
『
言
の

葉
』
は
『
言
霊
』
で
あ
っ
て
霊
威
が
宿
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
人
（
神

職
）
と
な
り
、
社
会
・
職
場
・
社
務
に
馴

染
む
に
つ
れ
て
、
妙
に
饒
舌
に
な
り
つ
つ

あ
る
今
日
、
西
洋
の
諺
『
沈
黙
は
金
、
雄

弁
は
銀
』
が
胸
に
密
く
。
(
M
.
o
)神具・装束

令井 六e

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

電話福岡(Oq2)65 I _q456番
店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入
電話 (075)341-3341 （代）～4番

(075)343-3341 番

本

木組の家 匠の技

株式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(o q40)32-2567

総含建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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で
は
、
本
年
も
九
州
旅
客
鉄
道
（
株
）
代
表
―

取
締
役
社
長
石
原
進
氏
以
下
約
五0
名
が
一

昇
殿
し
、
新
年
一
番
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
、
一

祈
願
殿
で
も
本
年
一
年
間
の
交
通
安
全
を
一

願
う
方
々
の
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
一

例
年
だ
と
参
拝
者
の
波
が
途
切
れ
る
こ
一

と
の
な
い
元
旦
を
迎
え
る
が
、
本
年
は
元
一

旦
午
前
中
ま
で
は
雪
模
様
と
い
う
天
気
予
一

報
の
影
響
か
、
午
前
一
云
一
時
前
に
は
あ
る
程
一

度
落
ち
着
き
を
見
る
状
況
で
あ
っ
た
。
し
一

か
し
、
本
殿
で
は
、
家
内
安
全
、
商
売
繁
一

盛
、
厄
除
け
等
の
祈
願
を
申
し
こ
む
人
が
一

並
び
、
地
元
総
代
の
方
々
の
御
奉
仕
に
よ
i

る
神
酒
授
与
所
も
新
年
の
お
神
酒
を
頂
く
｛

人
で
溢
れ
た
。
更
に
福
み
く
じ
授
与
所
に
｛

は
今
年
の
福
運
を
と
願
う
参
拝
者
が
列
を
｛

な
し
た
。

一
方
、
祈
願
殿
前
の
大
駐
車
場
は
新
年
の
一
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．
者
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i
、
＼
含
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一

苓
t
.
.
一
こ
参
―

臣

A
u
.i
、
る
一

斤
一

ロ
・
[
•
•
一
る
曰
—

―
）
｝
一

l之
・
[
消い誘流よ駐第で響日お
防た導れう車 2 きい祭祓
団だ．をな場駐なた典い
のい整ス状に車か゜のを
地た理ム態車場つ大開う
元宗で 1 でを‘た駐始け
分像きズあ駐第自車をる
団警たにつめ二動場知自
の察の手たて・車にら動
協署は際゜お第は駐せ車
カ‘特よこ祓三‘車るで
にま別くれい宮神す太埋
依たに鮮らを下宝る鼓ま
る宗御やのうの館こがり
と像配か車け第横と嗚‘
こ市慮にのる 3 ののり終

-----. ------. -----------------------. ------

頃を済上務社な集んく
か祈情向安関い中ど‘本
らる勢い全係状‘で正年
は篤をた繁の態二‘月は
近い受と栄参で・家期四
県願けは・拝あ三族間日 神門前の様子 (2 日）

盆ぷ‘s ょヽ筐悶参え乱胄全忍っにいん多夜かた者道 が福昌皐行典殿 ろ
体こりま繁く゜参の百仕な追状だく問らこの路元朗とと室さでで元が
参めーだ盛‘四拝参ま事 わ況社‘の二と出事日々を氏のれあは旦大
拝ら層まの交日は拝で始 れで頭終参日もだ情はと祈子安‘る本午き
もれのだ願通か昼はのめ る‘は夜拝にあしの‘奏念崇泰新元年前勺
あた景厳い安ら夜三処の ほそ例体がかりがた天上す敬‘年旦最九
り゜気しと全はをケが処 どの年制非け‘遅め候さる者国を祭初時
宗七回い共· ‘問日ほが で対にで常て午か参模れ祝の家寿がの‘
像日復経 9ミ業会わにと多 あ応な臨にの後つ拝様た詞幸隆ぎ斎祭本
--------------------------------------. ------------------------------------------------..........- -ー_ー―——一- ---ー- -――—-ーョ―一ー—―――-—一ー- -一—ー一- -—--ーー-ーーー- -一--一- -

〖刈 9[ :l に：戸1体？。：l'lツ＇隠il|『一
記万境で神
の日内あ徳白
臀の焚るを
で参ぃよう
ぁ拝にうけ
る者賑に‘
。数ゎと本
．っ願年
車たうも

参拝者数 参拝車両数

元日 1 7万人 4.5万台

2 日 2 1 万人 5.5万台

3 日 1 7万人 4.5万台

計 55万人 14.5万台

元旦午前零時の開門と共に詰めかける参拝者

福みくじ授与所前（元旦）
-----------------------------------------------------------------------------ｷ 

、鼻,...,..―" --丸’
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本殿授与所 (2 日）
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今年は例年よリはやく会社参拝が始まった (4 日） 出光本社の参拝 (8 日）

そ
こ
で
来
季
は
是
非
一

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
活
躍
i

し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
｛

今
回
宗
像
市
は
勿
論
、
i

宗
像
市
観
光
協
会
、
田
~

熊
山
笠
、
神
湊
段
天
山
笠
、
｛

玄
海
未
来
塾
、
当
大
社
｛

で
構
成
さ
れ
る
市
民
応
~

援
団
（
代
表
1
1

伊
豆
善
｛

也
氏
）
が
、
宗
像
市
の
i

チ
ー
ム
で
あ
る
ボ
ム
ズ
｛

を
全
面
的
に
応
援
し
よ
~

団援
う
と
開
催
さ
れ
た
。
i

応民
正
月
六
日
と
は
い
え
i

市手
ま
だ
初
詣
参
拝
者
で
賑
~

選る
わ
っ
塙
内
に
、
忽
然
と
i

す

ー
：
瞑
姿
を
現
し
た
一
九

0
セ
i

一
月
六
日
、
宗
像
市
を
本
拠
地
と
し
て
活
即
ー
ン
チ
、
体
重
一

0
0
キ
ロ
と
い
う
選
手
一
行
ー

す
る
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
『
福
岡
サ
ニ
ッ
ク
ス
一
約
五

0
名
が
揃
い
の
ブ
レ
ザ
ー
で
闊
歩
す
る
一

ボ
ム
ズ
』
選
手
、
監
督
、
関
係
者
が
必
勝
祈
一
姿
は
、
注
目
の
的
と
な
っ
た
。
~

願
を
受
け
、
市
民
応
援
団
、
玄
海
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
ー
外
国
人
（
全
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
選
手
~

グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
等
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。
ー
も
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
祈
願
祭
が
始
一

同
チ
ー
ム
は
一
昨
年
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
か
ら
~
ま
る
と
全
員
神
妙
な
面
持
ち
で
臨
ん
で
い
た
。
一

降
格
、
昨
年
は
ト
ッ
プ
九
州
リ
ー
グ
で
プ
レ
｛
祭
典
終
了
後
、
宮
湘
成
敏
監
督
、
遠
藤
哲
｛

ー
し
無
敗
の
成
績
を
修
め
た
た
め
、
一
月
下
i
主
将
が
応
援
に
集
っ
た
市
民
を
前
に
入
替
戦
~

旬
に
開
催
さ
れ
る
入
替
戦
に
駒
を
進
め
る
こ
ー
に
臨
む
決
意
を
述
べ
、
市
民
を
代
表
し
伊
豆
｛

福
岡
サ
ニ
ッ
ク
ス
ボ
ム
ズ

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
復
活必勝
祈
願
祭

と
と
な
っ
た
。

代
表
、
駆
け
つ
け
た
地
元
選
出
の
渡
辺
具
能
ー
れ
る
「
ト
ヨ
タ
自
動
織
機
」
と
の
対
戦
に

衆
議
院
議
員
が
激
励
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
~
勝
利
す
れ
ば
、
来
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ト
ッ
プ
リ

そ
の
後
、
一
同
当
大
社
『
五
月
寮
』
ヘ
ー
ー
グ
復
帰
で
あ
る
。

移
動
し
直
会
。
原
田
宗
像
市
長
、
当
大
社
神
~
福
岡
サ
ニ
ッ
ク
ス
ボ
ム
ズ
の
今
後
の
御
活

島
宮
司
の
挨
拶
の
後
、
関
係
者
で
樽
酒
を
開
一
躍
を
、
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

け
、
大
鍋
で
煮
炊
き
さ
れ
た
豚
汁
・
地
鶏
の

]
7ユ

す
き
や
き
、
ま
た
選
手
達
が
よ
く
訪
れ
る
地
[
9

元
串
店
の
主
人
を
招
い
て
の
焼
き
鳥
に
一
同
~

こ
‘

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
ボ
ム
ズ
選
手
と
市
民
一
·
ヤ

が
交
流
を
深
め
た
°
-
『

ー
：
り

そ
し
て
宗
像
大
神
の
御
加
護
の
下
、
福
岡{n
、

サ
ニ
ッ
ク
ス
ボ
ム
ズ
が
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
に
復
一

帰
さ
れ
、
一
同
で
勝
利
の
美
酒
を
味
わ
う
こ
~

と
を
祈
り
散
会
と
な
っ
た
。
~

こ
の
原
稿
を
執
筆
時
点
で
ま
ず
、
一
月
十
~

六
日
に
東
京
・
駒
沢
で
「
セ
コ
ム
」
と
対
一

戦
し
三
十
四
対0
で
完
勝
し
て
お
り
、
次
の
~

同
月
二
十
三
日
に
福
岡
・
博
多
の
森
で
行
わ
ー

祭
―
願
一

斤ネー勝
一

必
―

決意表明をする宮浦成敏監督

} 

ー·勝利を祈念し一同で樽酒を割つた
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一鎮守の杜の道

た
か
み
や
さ
い
じ
ょ
う
て
い
に
の
み
や
て
い
さ
ん

本
殿
か
ら
高
宮
斎
場
、
第
二
宮
・
第
一
―
―
­

の
み
や宮

へ
と
続
く
参
道
、
通
称
『
高
宮
参
道
』
一

一

-=可

が
こ
の
度
整
備
さ
れ
、
新
年
を
控
え
た
十
一

二
月
三
十
一
日
に
全
て
完
成
し
た
。
一

》
.
[
i
.
.
]

□

．
．
．
埓
・
・
ニ
―
`
i
高
宮
参
道
は
一

、
ー
ニ
←
]
ご
`
‘
i

.. 

＇
，
凡
昭
和
一
二
十
年
に

，
｀
ぶ
、
．
，
ヽ
い
｀
）
・

r
.i.
5

紅
喜
{
i
整
備
さ
れ
た
も
一

一
｀
．
．
．
．
．
卜
．
．
、
ヽ
｀

.. 
｀
？
・

＇
も
：... 

の
で
あ
り
、
次
―

ぷ
~
，
i
｀
沼
で
、
え
．
ク
・

;
.
9
.
.
'i
.
.
“
、
．
~
り
く
？

.. 

-.....b .
.
.
 
?
‘
.
、
.
`
“
^
"
,

` 
.. 

｀
／
ぷ
｛
｀
〖
い
で
昭
和
の
大
・

．
．
、

.. 
芸
・
＂
．

，
ー
：
．
』
．
＿
忍
『
．
．
．
じ
＇
｛
f

... 

造
営
の
一
環
と
一

j
ー
し
て
も
昭
和
四
一

i9
·

十
六
年
に
、
高
一

宮
参
道
と
辺
津
一

宮
境
内
と
を
結
一

ぶ
中
問
地
域
の
一

道
路
造
成
工
事
一

が
行
わ
れ
現
在
一

に
至
っ
て
い
た
が
、
一

こ
の
度
新
年
に
一

向
け
、
よ
り
多
一

く
の
参
拝
者
に
一

高
宮
、
第
二
宮
・
一

第
一
―
一
宮
に
御
参
一

拝
い
た
だ
こ
う
一

と
整
備
を
行
い
、
一

同
所
へ
続
く
こ
一

の
参
道
を
新
た
一

に
『
鎮
守
の
杜
一

高
宮
参
道
』
整
備
完
成

『
鎮
守
の
杜
の
道
』
と
命
名の

道
』
と
も
命
名
し
た
。
―

ま
ず
本
殿
か
ら
鎮
守
の
杜
の
道
と
を
繋
―

ぐ
参
道
に
、
（
株
）
弘
江
組
の
施
工
で
総
』

杉
作
り
の
回
廊
を
新
た
に
建
設
し
た
。
回
~

廊
入
り
口
に
は
出
光
興
産
（
株
）
出
光
昭
一

介
名
誉
会
長
直
筆
に
よ
る
『
高
宮
参
道
』
一

と
記
さ
れ
た
扁
額
を
設
け
、
回
廊
内
に
ぶ
回
ー

宮
“
‘
”
第
二
宮
•
第
三
宮
“
、
”
鎮
守
の
杜
の
一

道
を
解
説
し
た
写
真
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
。
一

ま
た
高
宮
に
あ
る
『
斎
舎
』
も
長
年
の
一

に鎮のと候 をノ殿で
し守参とが年お島であ
たの拝も続末祀 造る
°杜者にいかり‘営伊い
のが提たらし第さ佐ざ
道こ灯が雨て三れ奈な
をのと ‘．い宮‘岐ご
進光竹新雪歪が堕宮：：回廊を御覧になる出光昭介名誉会長以下出光役員
まに燈年の ＾ー
れ導をこ降 大宮伊し、伊第口続 あ最辺て離さ御像 0 本 割く与今朽経
るか灯のる 島が佐噂§ ＝にくこるも津祭を社山メ殿高符じ所回化過
姿れす参不 沖奈な神営、宗の゜神宮祀御殿中 1 の宮を並と改しで
をると道安 の津弥口宮紋第像高 聖境が依は腹卜西斎設びし修てか
多よ‘に定 御宮宮口の摩ー山宮 な内営代なにル南場置に‘しいな
くう多日な 分＾の別： 宮入へ 地でまとくあの三はし祈おてたり
目にく没天 霊沖古宮；る・りと でもれし神tり宗 0‘ た願み授為老

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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＿
＿
＿
十
七
許
斐
下
津
六
御
前
（
六
所
御
前
社
）

宗
像

社
め
ぐ
り

一
明
細
帳
に
よ
る
と
、
「
鎮
座
地
を
東
一
境
内
神
社
は
、
保
食
神
を
祀
る
貴
船

一
郷
村
大
字
久
原
字
古
ノ
崎
と
し
、
社
名
一
神
社
・
素
窯
嗚
神
を
祀
る
須
賀
神
社
・

ー
を
六
所
御
前
社
（
蕉
村
社
）
と
す
る
。
一
應
神
天
皇
を
祀
る
八
幡
神
社
・
菅
原
神

一
由
緒
と
し
て
古
来
下
津
六
之
御
前
と
い
ー
を
祀
る
菅
原
神
社
の
四
社
。
三
六
四

ー
ふ
は
是
社
な
り
。
」
と
あ
る
。
一
坪
余
の
境
内
は
良
く
清
掃
が
な
さ
れ
て

ー
現
今
社
名
は
「
六
之
神
社
」
。
西
南
●
お
り
、
小
さ
な
ブ
ラ
ン
コ
や
藤
棚
も
あ
り
、

一
面
に
覆
屋
付
き
小
型
の
一
問
社
流
造
、
一
付
近
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る

一
建
立
年
代
は
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
―
よ
う
で
あ
る
。

ー
大
工
は
、

一
元
木
村
作

宗
像
大
社
か
一
姫
命
）
、
彦
火
々
出
見
尊
、
豊
玉
姫
命
、
一
之
丞
と
棟

ら
南
東
方
面
に
一
猿
田
彦
命
の
六
柱
を
祀
る
。
宗
像
郡
誌
一
札
に
記
さ

約
六
キ
ロ
メ
ー
ー
に
あ
る
由
緒
に
よ
る
と
、
久
原
村
射
場
一
れ
て
い
る
。

ト
ル
、
宗
像
ユ
ー
の
本
に
あ
る
六
御
前
社
を
も
っ
て
、
「
宗
一
拝
殿
厄
叫

Hハ

リ
ッ
ク
ス
に
ほ
ー
像
祭
祀
記
二
、
下
津
六
之
御
前
ト
イ
ヘ
ー
柱
大
神
廟
」

ど
近
い
、
宗
像
ー
ル
ハ
此
ノ
社
也
。
許
斐
王
子
神
社
従
神
一
の
扁
額
が

中
央
中
学
校
の
ー
ナ
リ
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
故
有
一
掲
げ
ら
れ

南
側
に
位
置
す
ー
テ
六
之
神
社
卜
改
梱
ス
。
宗
像
大
宮
司
一
て
い
る
。

叫]
]
]
]
0
k
{
]
]
]
]
]

』
]
]
」
]
コ

た
石
鳥
居
•
石
―
同
下
津
六
御
前
神
事
の
條
や
慶
安
神
事
一

L
:
{
{
9

造
狛
犬
•
石
燈
一
次
第
、
許
斐
踏
歌
事
の
條
に
は
、
神
事
一
＂
一
t

籠
・
手
水
鉢
が
一
次
第
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
多
〗

見
え
て
く
る
。
一
筑
前
國
績
風
土
記
附
録
宗
像
郡
下
の
一

御
祭
神
は
、
一
久
原
村
の
條
に
は
、
「
六
御
前
社
イ
バ
ー

恋
墜
一
女
神
（
田
一
ノ
モ
ト
、
産
神
也
。
」
と
あ
り
、
御
祭
一

心
姫
命
・
淵
津
一
神
や
社
殿
の
規
模
の
記
述
が
み
え
、
同
一

姫
命
・
市
杵
島
一
拾
遺
十
八
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
一
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佐
三
は
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
｛

十
月
、
社
長
を
退
い
て
会
長
と
な
り
、
後
｛

任
に
は
弟
の
計
助
副
社
長
を
昇
格
さ
せ
た
。
一

と
き
に
八
十
一
歳
、
創
業
い
ら
い
五
十
五
一

年
あ
ま
り
の
社
長
業
で
あ
っ
た
。
六
年
後
｛

に
は
会
長
を
辞
し
「
店
主
」
専
任
と
な
っ
｛

て
い
る
。

社
長
を
や
め
た
あ
と
情
熱
を
傾
け
た
の
一

は
、
講
演
と
「
勉
強
会
」
で
あ
っ
た
。
一

講
派
は
社
長
の
こ
ろ
か
ら
、
か
な
り
頻
一

繁
に
行
っ
て
い
る
。
文
章
も
う
ま
い
が
、
一

講
演
も
筋
が
通
り
ウ
ィ
ッ
ト
が
き
い
て
い
一

る
の
で
人
を
引
き
つ
け
る
。
一

演
題
は
い
つ
も
「
日
本
人
の
世
界
的
使
一

命
」
で
あ
っ
た
。
「
対
立
闘
争
で
行
き
詰
｛

ま
っ
て
い
る
世
界
に
、
日
本
民
族
が
伝
統
一

的
に
持
っ
て
い
る
互
譲
互
助
、
和
の
道
徳
一

を
知
ら
せ
る
こ
と
、
そ
れ
が
日
本
人
の
使
一

命
だ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
一

佐
三
は
敗
戦
の
と
き
、
び
と
り
廃
墟
に
一

立
っ
て
「
愚
痴
を
や
め
よ
、
三
千
年
の
歴
一

史
を
見
直
し
再
建
に
か
か
れ
」
と
呼
び
か
一

-9,"'  

軽井沢の「勉強会」では、佐三が実践してきた「日本人の事業経営」についてさまざまな角度から議論された。

らな世求人本にうのえ八
ぬけ界しの当語青世た—l-
゜れにそ姿のり年代が歳
そば広れを日かたを‘を
れなめを探本けち担次超
------------------------------------------------------

が
、
社
業
の

第
一
線
か
ら

退
い
た
自
分

の
仕
事
だ
。

佐
一
二
は
そ
う

考
え
た
。

「
勉
強
会
」

け
た
。

そ
れ
か
ら

二
十
年
あ
ま

り
、
自
ら
も

出
光
興
産
株
式
会
社

出
光
佐
一
―

は
、
こ
れ
ま
で
自
分
の
事
業
活
動
と
思
索
ー

を
通
じ
て
練
り
上
げ
て
き
た
理
念
と
主
義
、
i

方
針
を
、
外
の
風
に
当
て
て
鍛
え
直
し
て
一

み
よ
う
、
と
い
う
ね
ら
い
だ
っ
た
よ
う
に
｛

思
う
。
夏
の
暑
気
を
避
け
る
た
め
滞
在
し
~

て
い
た
軽
井
沢
の
出
光
寮
に
、
数
人
の
学
~

者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
招
い
て
議
論
す
~

る
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
。
一

筆
者
は
六
八
、
六
九
年
と
、
続
け
て
参
ー

加
し
た
。
同
郷
の
幼
友
達
で
、
当
時
店
主
一

室
に
い
た
麻
生
和
正
君
（
の
ち
、
専
務
）
一

が
誘
っ
て
く
れ
た
。
新
聞
社
の
東
京
支
社
一

経
済
デ
ス
ク
で
、
四
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
~

り
だ
っ
た
。
生
意
気
な
年
こ
ろ
だ
か
ら
、
~

郷
土
の
大
先
沼
で
高
名
な
事
業
家
と
議
論
一

で
き
る
と
あ
っ
て
、
喜
ん
で
出
か
け
た
。
一

日
程
は
だ
い
た
い
二
泊
三
日
だ
っ
た
。
~

佐
三
会
長
（
注
、
こ
の
項
で
は
、
内
容
が
一

私
的
な
か
か
わ
り
合
い
な
の
で
、
佐
三
会
i

長
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
く11
筆
者
）
と
同
一

じ
屋
根
の
役
員
寮
に
泊
ま
り
、
朝
か
ら
晩
ー

ま
で
議
論
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
が
「
働
一

新
し
い
世
紀
と
出
光
②

S

傘
寿
超
え
理
念
に
情
熱
注
ぐS

.. ~ 

店
主

8
 

そ
の
ー

く
人
の
資
本
主
義
」
（
六
九
年
、
春
秋
社
）

や
「
日
本
人
に
か
え
れ
」
（
七
一
年
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
の
中
の
「
奴
隷
解
放
」

論
な
ど
の
出
版
物
と
な
っ
た
。

会
長
は
驚
く
ほ
ど
元
気
だ
っ
た
。
目
の

手
術
前
だ
っ
た
か
ら
、
大
き
な
懐
中
電
灯

を
片
手
に
と
き
ど
き
資
料
に
目
を
通
さ
れ

た
。
日
本
経
済
新
聞
社
の
武
山
泰
雄
論
説

主
幹
（
の
ち
、
論
説
委
員
長
）
、
法
政
大

学
の
森
川
英
正
教
授
（
の
ち
、
慶
応
大
学

教
授
）
な
ど
論
客
が
い
た
が
、
会
長
は
ど

こ
か
ら
で
も
か
か
っ
て
来
い
、
と
い
う
姿

勢
だ
っ
た
。

東
京
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
続
き
を
や
る

か
ら
と
本
社
に
呼
び
出
さ
れ
た
り
、
来
年

は
も
っ
と
元
気
の
い
い
記
者
を
つ
れ
て
こ

い
、
と
ハ
ッ
パ
を
か
け
ら
れ
た
り
し
た
。

会
長
は
座
談
の
名
手
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
独
特
の
論
理
展
開
が
あ
る
。
質
疑
応

答
を
し
て
い
る
う
ち
は
よ
く
わ
か
っ
て
い

る
つ
も
り
だ
が
、
あ
と
に
な
っ
て
ハ
テ
こ

れ
は
ど
う
理
解
す
べ
き
だ
っ
た
か
、
な
ど

と
迷
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

軽
井
沢
で
食
事
の
と
き
、
隣
に
座
っ
た

筆
者
が
目
が
不
自
由
だ
か
ら
と
思
っ
て
、

少
し
ば
か
り
世
話
し
よ
う
と
す
る
と
「
わ

か
っ
と
る
」
（
よ
け
い
な
世
話
を
や
く
な
）

と
叱
ら
れ
た
り
し
た
。
帰
り
の
手
み
や
げ

に
ま
で
、
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

も
忘
れ
が
た
い
。
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昨
年
の
福
岡
県
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
国
文
＿

祭
も
終
わ
り
、
各
市
町
村
総
括
の
段
階
で
一

あ
ろ
う
。
福
岡
県
へ
の
他
県
か
ら
の
見
学
一

者
が
三
百
万
人
を
突
破
し
て
、
過
去
の
国
一

文
祭
で
は
最
多
と
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て
い
一

た
。さ

て
十
一
月
七
日
の
谷
川
健
一
氏
を
招
一

（続）
ゞ
｀
·
ー
、

＂
ー
、

' 

ー
川
氏
俗
学
に
聞
き
入
っ
た
。
講
演
が
終
わ
ー

一
る
と
、
木
下
玖
美
子
さ
ん
の
柳
田
国
男
の
一

i
「
海
上
の
道
」
と
島
崎
藤
村
の
「
椰
子
~

一
の
実
」
の
朗
読
、
そ
し
て
日
嘉
ま
り
子
さ
~

ん
の
ヤ
シ
笛
と
オ
カ
リ
ナ
吹
奏
が
つ
づ
い
ー

い
し
い
た
だ
し

色
犀
団
口
冑

一
か
せ
風
ま
か
せ
で
、
五
年
か
け
て
高
知
県
一

い
て
の
講
雙
黒
潮
に
寄
り
来
る
も
の
“
一
の
浜
へ
漂
着
と
い
う
黒
潮
の
ロ
マ
ン
。
一

に
は
四
百
名
以
上
の
来
聴
者
が
あ
り
、
谷
｛
安
楽
勉
氏
の
壱
岐
市
原
の
辻
追
跡
出
土
｛

ニ
り
ヤ
シ
笛
の
話
は
、
日
嘉
さ
ん
の
ヤ
シ
笛
一

一
を
聞
い
た
だ
け
に
、
そ
の
音
色
が
頭
に
残
一

一
り
、
二0
0
0年
前
の
弥
生
の
世
界
へ
引
一

ー
き
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。

一
石
原
渉
氏
の
”
て
つ
は
ぅ
“
は
長
崎
県
・
一

ー
限
島
で
表
採
さ
れ
た
半
円
の
陶
製
品
、
中
一
嗚
音
オ
ビ
タ
ダ
シ
ク
心
ヲ
マ
ド
ヒ
肝
ヲ
ー
あ
る
。
た
だ
”
て
つ
は
う
“
の
部
分
や
李

一
に
残
っ
て
い
た
鉄
片
と
泥
は
石
化
し
た
よ
ー
ツ
ブ
シ
耳
目
耳
嗚
ナ
リ
テ
茫
然
ト
シ
テ
ー
長
の
後
の
松
や
、
李
長
の
前
面
に
い
る
三

う
な
塊
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
泥
を
分
析
東
西
ヲ
ワ
キ
マ
エ
ズ
」
『
八
幡
愚
童
訓
一
人
の
蒙
古
軍
は
後
で
描
い
た
と
い
う
説
が

一
の
結
果
、
あ
の
”
て
つ
は
う
“
で
あ
る
こ
一
』
は
そ
う
記
し
て
い
る
。
一
あ
る
。
若
し
そ
れ
で
あ
っ
て
も
絵
詞
が
描

一
と
が
分
か
っ
た
。
一
国
文
祭
で
は
胞
島
か
ら
表
採
の
”
て
つ
ー
か
れ
て
か
ら
、
そ
う
古
く
は
な
い
。
ま
だ

一
蒙
古
襲
来
絵
詞
の
名
場
面
、
教
科
書
に
一
は
う
“
と
海
底
調
査
で
引
き
揚
げ
ら
れ
た
一
人
々
の
記
憶
に
あ
っ
た
頃
と
思
わ
れ
る
。

ー
は
か
な
ら
ず
載
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
馬
ー
半
円
の
”
て
つ
は
ぅ
“
片
と
、
石
弾
（
写
一
石
弾
は
大
中
小
と
三
種
類
が
あ
り
、
直

一
上
の
竹
崎
李
長
を
め
が
け
て
槍
、
毒
矢
が
一
真
）
一
個
の
三
点
を
借
り
て
展
示
し
た
。
一
径
一
五

S

六
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
大
き
な
も

石
ー
と
び
、
す
で
に
愛
馬
は
矢
を
受
け
て
、
ど
ー
そ
の
横
に
は
複
製
の
蒙
古
襲
来
絵
詞
の
”
一
の
は
二

0
セ
ン
チ
以
上
の
も
の
も
あ
る
と

弾
一

こ
t

{

 れ
ー
っ
と
吹
き
出
す
鮮
血
、
後
脚
を
あ
げ
て
い
ー
て
つ
は
う
“
の
炸
裂
す
る
李
長
奮
戦
の
場
一
い
う
。
手
で
投
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

ら
一即

ー
る
。
一
面
を
び
ろ
げ
た
。
描
か
れ
た
炸
裂
す
る
”
ー
よ
う
で
、
”
て
つ
は
う
“
と
共
に
投
石
機

匹
ー
て
つ
は
う
“
と
李
長
の
絵
か
ら
、
本
物
の
ー
を
使
っ
て
発
射
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ

ヵ
―
”
て
つ
は
ぅ
“
を
較
べ
て
み
て
も
、
大
き
一
の
事
に
つ
い
て
は
次
号
で
触
れ
た
い
。

ら
一底

一
海
―
ー
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
で
、
絵
は
正
確
で
一

189 

李
長
の
少
し
斜
め
上
に
炸
裂
す
る
”
て

つ
は
ぅ
“
が
あ
る
。

「
鉄
砲
ヲ
飛
バ
シ
テ
、
ク
ラ
ク
ナ
シ

3 

ヽ
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ヽ
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“てつはう＂
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野
森
甲
子

白
内
障
の
手
術
の
の
ち
の
明
る
く
て
老
い
も
病
も
乗
り
越
え
ゆ
き
た
し

（
評
）
光
と
視
力
を
再
び
得
、
生
き
る
気
力
を
も
得
た
、
よ
ろ
こ
び
の
う
た
。

朝
野
藤
井
浩
子

幼
き
日
い
つ
も
泊
り
に
行
っ
て
た
ね
芥
川
賞
あ
と
一
歩
の
君
先
に
逝
き
た
り

（
評
）
そ
の
オ
を
期
待
し
て
い
た
の
に
志
半
ば
で
逝
っ
た
幼
馴
染
に
呼
び
か
け
る
沈
痛
の
挽
歌

大
井
木
原
ふ
さ
子

あ
と
幾
度
磨
く
に
あ
ら
む
重
箱
の
家
紋
の
三
つ
帆
入
念
に
拭
く

（
評
）
家
の
格
式
を
思
わ
せ
る
三
つ
帆
の
紋
、
そ
れ
を
守
り
伝
え
る
の
が
、
血
統
を
ぴ
か
な
い
嫁
で

あ
る
こ
と
の
不
可
思
議
を
感
じ
さ
せ
る
一
首
。

島

大
轄
子

あ
ら
か
ぶ
の
煮
付
け
ぎ
ん
ぼ
う
の
天
塾
羅
と
夫
の
釣
果
に
夕
鮪
た
の
し
も

（
評
）
公
職
を
退
き
得
た
夫
の
暇
、
釣
果
は
大
し
た
こ
と
の
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
を
見
守
る

作
者
の
温
い
目
差
し
が
あ
る
。

福
間
香
月
照
子

如
月
に
生
ま
れ
し
わ
れ
は
雪
が
好
き
冬
の
ゾ
ナ
タ
の
雪
に
あ
こ
が
る

（
評
）
誕
生
月
と
雪
と
冬
の
ソ
ナ
タ
の
三
点
セ
ッ
ト
で
時
代
相
を
う
ま
く
生
か
し
た
一
首
。

池
田
森
龍
子

庭
隅
の
需
届
か
ぬ
岩
陰
に
落
葉
溜
ま
り
て
時
雨
を
諮
ふ

（
評
）
溜
っ
た
落
菓
に
降
る
時
雨
の
音
を
「
誘
ふ
」
と
は
、
う
ま
く
言
い
得
て
い
る
。
巧
者
の
歌
。

津
屋
崎
佐
々
木

新
風
舎
よ
り
我
の
歌
集
の
「
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
」
届
き
し
夜
は
寝
付
け
ざ
り
け
り

（
評
）
「
新
風
舎
」
「
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
」
と
二
つ
の
固
有
名
詞
が
、
リ
ズ
ム
の
上
で
や
や
固
い
感

じ
を
与
え
る
が
、
第
一
歌
集
を
上
梓
し
た
よ
ろ
こ
び
が
素
直
に
詠
わ
れ
て
い
る
。
慶
祝
至
極
゜

日
の
里
石
松
弘
次

疎
遠
せ
る
友
の
弔
い
風
寒
し
お
詫
び
を
裡
に
手
を
合
わ
す
な
り

（
評
）
三
句
「
参
列
し
」
を
「
風
寒
し
」
と
直
し
、
う
た
に
ふ
く
ら
み
と
言
外
の
悲
し
み
を
与
え
た

と
思
う
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

田

杉
田

和
彦

第
五
二
二
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

田

羽

向

間

勇

福
岡
井
田
有
久
衣

シ
ー
ア
ン

西
安
の
ホ
テ
ル
の
売
子
片
言
で
「
安
く
す
る
よ
」
と
マ
フ
ラ
ー
差
し
出
す

（
評
）
中
国
で
聞
い
た
思
い
が
け
な
い
日
本
語
に
作
者
は
恐
ら
く
マ
フ
ラ
ー
を
買
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
た
く
ま
し
き
か
な
商
魂
。

野
森
つ
る
の

南
天
の
実
は
重
た
げ
に
傾
き
て
い
よ
い
よ
赤
く
庭
を
飾
り
ぬ

（
評
）
結
句
「
彩
る
」
と
せ
ず
「
飾
り
ぬ
J
と
し
た
処
に
工
夫
が
あ
り
、
庭
を
愛
す
作
者
の
心
意

気
が
伺
え
る
。

百
田

h
’
寸

J
f
じ
木

畑
仕
事
も
趣
昧
の
短
歌
も
実
の
入
ら
ず
籠
る
日
多
し
九
＋
を
過
ぐ

（
評
）
長
い
問
畑
仕
市
と
短
歌
を
拠
り
処
と
し
愛
し
て
き
た
作
者
な
ら
で
の
感
慨
で
あ
る
。
こ

自
愛
を
祈
る
。

池
浦
千
鶴
子

新
郎
の
幼
さ
の
こ
る
挨
拶
に
和
み
の
生
れ
衛
は
秋
空

言
結
婚
式
の
厳
粛
で
緊
張
な
雰
囲
気
を
一
瞬
な
こ
ま
せ
た
挨
拶
、
四
五
句
の
ほ
み
か

け
る
リ
ズ
ム
で
う
ま
く
詠
っ
て
い
る
。

田
熊
有
田
ゆ
り
子

凪
ぎ
わ
た
る
洞
を
見
下
ろ
す
岬
道
石
蕗
の
花
び
か
り
を
反
す

（
評
）
眼
か
か
っ
た
今
年
の
初
冬
の
風
景
を
お
お
ら
か
に
詠
い
取
っ
て
い
る
。

浮
則
正

妻
を
ら
ぬ
三
日
を
幼
あ
づ
か
り
て
料
理
洗
濯
子
守
り
も
こ
な
す

評
）
俄
や
も
を
の
三
日
間
さ
ぞ
お
疲
れ
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
索
直
に
詠
ん
だ
処
が
い
い
。

鐘
崎
安
永
久
子

創
作
の
手
編
楽
し
み
熱
き
茶
を
飲
み
つ
つ
は
づ
む
友
と
の
会
話

光
岡
佐
藤
純
一

も
ん
じ
＂
ぼ
さ
つ

三
人
衆
全
て
そ
ろ
い
て
知
恵
と
徳
は
文
殊
菩
薩
は
お
ん
け
い
あ
り
や

美
由
紀

日
の
里
大
和

小
春
日
の
渾
に
向
き
ゑ
て
や
は
ら
か
き
笑
み
の
こ
ぼ
る
る
海
女
の
像
立
つ

ヽ
i
ゑ
9

,

;

`
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選
者
詠
必
ク
．

コ
ン
ビ
ニ
に
買
び
き
て
朝
の
食
事
す
る
駅
前
ホ
テ
ル
し
ぐ
れ
雨
降
る
．

3

鞄
よ
り
こ
う
も
り
取
り
出
し
宿
を
出
づ
予
報
通
り
に
京
は
雨
な
り

岬
山
に
の
ぼ
り
ゆ
く
道
く
だ
る
道
点
々
と
白
し
迎
咲
き
ざ
く
ら

福

問

後
国
[
[
-
』
口
麟

社
の
神
職
で
順
番
に
廻
し
て
い
ま
す
が
、

先
々
月
位
か
ら
若
い
神
職
ま
で
順
番
が
来

て
お
り
、
小
生
も
今
月
初
め
て
雷
き
ま
し

た
。
決
め
ら
れ
た
文
字
数
に
収
め
る
こ
と

に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
結
構
楽
し
ん
で
書

け
ま
し
た
の
で
、
御
院
下
さ
い
。
尚
、
補
足

と
い
う
か
、
一
応
断
り
を
入
れ
て
お
き
ま

す
▼
小
生
「
『
沈
黙
は
金
、
雄
弁
は
銀
』
が

胸
に
響
く
」
と
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
諺
で
結

び
ま
し
た
が
、
当
時
金
は
砂
金
な
ど
自
然

に
採
れ
る
が
、
銀
は
精
錬
が
難
し
か
っ
た

為
、
金
よ
り
銀
の
方
が
高
か
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
し
て
当
時
の
意
味
は
『
沈
黙
は
時

と
し
て
有
効
な
説
得
力
を
持
つ
が
、
弁
論

や
論
説
の
説
得
力
に
は
及
ば
な
い
』
と
い

う
意
味
だ
っ
た
よ
う
で
す
▼
広
辞
苑
に
は

『
沈
黙
の
方
が
雄
弁
よ
り
説
得
力
が
あ
る

』
と
載
っ
て
い
ま
す
。
小
生
も
こ
の
意
味
で

使
っ
て
い
ま
す
。
念
の
為
▼
こ
の
余
滴
に

テ
ー
マ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
余
滴

で
す
の
で
。
た
だ
、
神
職
で
あ
り
、
神
社
の

新
聞
で
す
の
で
、
『
日
本
の
伝
統
』
『
神
道

教
化
』
が
編
集
者
と
し
て
触
れ
て
い
た
だ

き
た
い
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
同
じ
神
職
で

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
よ
く
み
え
ま
す

の
で
、
今
後
も
御
期
待
下
さ
い
。
(
M
.
o
)

編

福
間
森

下
校
子
の
紅
衣
輝
く
川
小
春

光
岡
井
上
嘉
治

朝
風
呂
に
屠
蘇
の
香
り
も
失
せ
に
け
り

東
郷
田
中
憲
象

御
代
の
春
杜
に
二
宮
三
宮

日
の
里
花
田
い
つ
枝

名
ば
か
り
の
雪
見
障
子
の
軋
み
け
り

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
九
七
）

率
目

、
>
ィ
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